
A. こども施策を社会全体で総合的かつ強力に推進していく
ための「こども基本法」が令和５年４月に施行され、横浜市
においても令和６年６月に議員提案で「こども・子育て基本
条例」を制定しました。この条例の精神を、具体的な政策と
してカタチにしていくため、次代を担う全てのこども・若者
の活躍推進に関することを調査・研究する委員会を新設し、
私が初代の委員長を務めることになりました。
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子ども・若者が将来に希望を描ける横浜へ！

A. 若者・子どもたちの活躍ためには、まずその妨げとなる要
因を取り除いていかなければならないとの思いで、私から提案
させて頂いたものです。若者が安心して将来に向き合い、希望

をもって生活し、それぞれの能力を存分に発揮して頂くことで、経済の好転、イノベー
ションなど、持続可能な新たな社会の価値が生まれていくと確信しています。その若
者の不安を、一つひとつ取り除くために効果的と思われる施策を追求していきます。

A. 例えば、年金や社会保障、
キャリアを含めた将来設計へ

の不安を軽減するために、金融教育とともに、リスキリングや学び直しの支援を充実
する必要があります。また、結婚や子育てへの不安軽減へ、支援の充実とともに多様
な支援制度の周知を図ることも大切です。何より、結婚や子育てへのポジティブなイ
メージを提供していくことが大事だと考えています。さらに、フェイクを含めて世の
中にあふれる情報に正しく向き合い適切に取捨選択するための、情報リテラシー教育
も大切です。親世代の介護や、孤独や孤立の不安もあ
ると思います。こうした様々な施策の切り口について、
各所属委員の問題関心に沿って他都市の先進事例など
も参考にしながら研究を深めて頂くとともに、議会や
委員会の場で議論・共有し、施策の実現・充実につな
げていきます。社会の宝である、若者・子どもたちが、
将来に希望を持って、安心して学び・成長し、活躍し
ていける環境づくりへ、全力で取組んで参ります。

新年度、横浜市会で新たに「次世代活躍推進特別委員会」
が創設されました。

初年度の研究テーマを「子ども・若者の不安を取り除き、
将来への希望が描ける支援について」と定めました。

具体的にどのような施策が考えられますか？

子育てママと、身体・精神・発達障害
など配慮が必要な児童への支援を巡り、
意見交換。（5月13日）
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